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JR連合結成30年を
   次代への起点に据え
       JR産業の持続的成長と
組合員・家族の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

□　

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会

（
８
月
１
日
）

　

重
大
事
故
・
労
災
の
原
因
等

に
つ
い
て
共
有
し
、
事
故
・
労

災
防
止
の
取
り
組
み
に
係
る
意

見
交
換
を
実
施
。
ま
た
、
新
中

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
８
月
１
日
よ
り
各
種
委
員
会
等
を
開
催
し
、
第

32
回
定
期
大
会
で
掲
げ
た
運
動
方
針
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
例
年
は
７
月
中
か
ら
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
る
が
、
７
月
10
日
投
開
票
の
参
議
院
選
挙
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ

各
単
組
の
定
期
大
会
が
７
月
末
ま
で
続
い
た
こ
と
か
ら
、
８
月
１

日
が
実
質
的
な
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
っ
た
。

　

本
年
は
結
成
30
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
。
引
き
続
き
コ
ロ
ナ

禍
の
苦
境
か
ら
の
反
転
攻
勢
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
見

据
え
、
未
来
志
向
の
運
動
を
力
強
く
展
開
し
て
い
く
。

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂

に
向
け
、
安
全
部
会
の
立
ち
上

げ
も
行
っ
た
。

□　

第
１
回
労
働
政
策
委
員
会

（
８
月
３
日
）

　

当
面
す
る
２
０
２
３
春
季
生

活
闘
争
や
、
労
働
協
約
改
訂
交

渉
、
期
末
手
当
交
渉
に
対
す
る

取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
一
定

の
意
思
統
一
を
図
る
と
と
も
に
、

「
第
29
回
賃
金
実
態
調
査
」
の

実
施
に
向
け
て
細
部
事
項
の
確

認
を
行
っ
た
。

□　

第
１
回
新
中
期
労
働
政
策

　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
Ｐ
Ｔ

（
８
月
３
日
）

　

新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

を
２
０
２
４
年
６
月
の
第
34
回

定
期
大
会
で
提
起
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
労
働
政
策
委
員
を
Ｐ

Ｔ
メ
ン
バ
ー
に
討
議
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
各
種
委
員
会
に
お

い
て
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
も
確
認
し
た
。

□　

第
１
回
組
織
担
当
者
会
議

（
８
月
４
日
）

　

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て
、

情
勢
や
課
題
を
共
有
し
、
各
労

組
の
取
り
組
み
状
況
も
踏
ま
え

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、

「
民
主
化
闘
争
」
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
も
行
っ
た
。

□　

第
１
回
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

　

ン
」
推
進
委
員
会

（
８
月
24
日
）

　
労
使
関
係
の
強
化
に
向
け
、「
民
主

化
闘
争
」の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
。ま
た
、交
運
共

済
の
契
約
移
転
に
伴
う
諸
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

□　

第
１
回
30
周
年
事
業
企
画

　

委
員
会　
　

（
８
月
26
日
）

　
10
月
６
日
に
開
催
予
定
の「
Ｊ

Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
記
念
行
事
」

に
つ
い
て
、
現
在
の
準
備
状
況

を
共
有
し
、
成
功
に
向
け
て
残

り
の
期
間
で
実
施
す
べ
き
こ
と

の
整
理
と
共
有
を
行
っ
た
。

□　

教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

（
８
月
29
日
）

　

教
育
関
係
は
、
青
年
女
性
役

員
研
修
会
に
お
け
る
教
育
内
容

の
検
討
を
行
っ
た
。
広
報
関
係

は
、機
関
紙・
誌
「Ｊ
Ｒ
連
合
」「
て

る
み
に
」
の
掲
載
内
容
を
確
認

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
さ
ら
な
る
活
用

に
向
け
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

□　

第
１
回
男
女
平
等
参
画
推

　

進
委
員
会　

（
８
月
31
日
）

　
Ｊ
Ｒ
連
合
「
第
４
次
男
女
平

等
参
画
行
動
計
画
目
標
」
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
思
統
一
を
図
り
、
新
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
改
訂
に
向
け

た
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
た
。

に
献
花
し
、
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
。

■　

平
和
行
動 

in 

長
崎

 

８
月
８
日
〜
９
日
に
長
崎
内

各
地
で
開
催
さ
れ
た
「
連
合
２

０
２
２
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
」

「
ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー
ク
」
に
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
と
と
も
に
参
加

と
を
両
輪
と
し
て
、
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
べ
き
」と
参
加
者
に
訴
え
た
。

　
翌
９
日
の
「
ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー

ク
」
で
は
、
連
合
長
崎
の
青
年
・

女
性
委
員
会
と
と
も
に
、
原
爆

落
下
中
心
地
公
園
と
平
和
祈
念

像
が
あ
る
長
崎
市
平
和
公
園
を

巡
っ
た
。
祈
念
像
の
近
く
に
あ

る
「
平
和
の
泉
」
を
訪
れ
た
際

に
は
、
こ
の
泉
が
、
多
く
の
被

爆
者
が
体
内
ま
で
焼
け
、
水
を

求
め
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
対

し
、
〝
そ
の
霊
に
水
を
捧
げ
て

冥
福
を
祈
る
〞
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と

を
学
び
、
犠
牲
者
に
想
い
を
致

し
、
恒
久
平
和
を
誓
っ
た
。

の
実
現
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
思
い
を
共
有
し
た
。

　

翌
６
日
に
は
、
「
国
鉄

原
爆
死
没
者
慰
霊
式
」
に

参
列
し
た
。
こ
こ
で
は
遺

族
代
表
や
Ｊ
Ｒ
関
係
者
ら

と
と
も
に
、
鉄
道
の
先
人

で
あ
り
、
被
爆
し
て
死
没

し
た
旧
国
鉄
職
員
３
１
０

柱
の
御
霊
を
祀
る
慰
霊
碑

連合平和ナガサキ集会

連合オキナワ平和集会

８月４日第1回組織担当者会議

８月３日第1回労働政策委員会

平和行動 IN 広島

識
し
、
平
和
運
動
の
輪
を
広
げ

て
い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

最
後
に
、連
合
沖
縄
の
東
森
政

行
会
長
か
ら
次
の
平
和
行
動
の

開
催
地
で
あ
る
連
合
広
島
の
大

野
真
人
会
長
へ
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ

グ
が
引
き
継
が
れ
た
。

■　

平
和
行
動 

in 

広
島

　

８
月
５
日
〜
６
日
、
広
島
市

内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
集
会
や

慰
霊
式
等
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ

Ｒ
西
労
組
・
貨
物
鉄
産
労
・
柿

本
忠
則
広
島
県
議
（
Ｊ
Ｒ
連
合

地
方
議
員
団
連
絡
会
所
属
）
と

と
も
に
、
総
勢
34
人
で
参
加
し

た
。

　

５
日
の
「
ピ
ー
ス
・
ウ
ォ
ー

ク
」
で
は
、
連
合
広
島
の
青
年

委
員
会
・
女
性
委
員
会
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
ガ
イ
ド
を
受
け
な
が

ら
、
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念

公
園
内
の
慰
霊
碑
を
巡
っ
た
ほ

か
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
を

見
学
し
、
核
兵
器
が
も
た
ら
し

た
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
悲
劇
、

戦
争
の
惨
禍
を
改
め
て
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
市
内
で
開
催
さ
れ
た

「
連
合
２
０
２
２
平
和
ヒ
ロ
シ
マ

集
会
」
に
参
加
し
、
世
界
平
和

■　

平
和
行
動 

in 

沖
縄

　

沖
縄
「
慰
霊
の
日
」
で
あ

る
６
月
23
日
、
連
合
「
平

和
オ
キ
ナ
ワ
集
会
」
が
３

年
振
り
に
現
地
・
沖
縄
県

で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
３
人
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
法
政
大
学

法
学
部
政
治
学
科
の
明
田
川

融
教
授
よ
り
、
日
米
地
位
協

定
の
歴
史
的
経
緯
や
課
題
、

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

　ＪＲ北労組と貨物鉄産労へ、
昨年７月以降、本年７月までの
１年間にそれぞれ14人と11人
の新たな仲間が加わった。まず
は、加入を決断した組合員の勇
気に敬意を表し、歓迎したい。
また、両単組における日頃から
の地道な世話役活動にも感謝を
申し上げる。
　加入を決断した組合員らに対
しては、ＪＲ総連側の活動や自
組織の活動を伝えるだけではな
く、ＪＲ北海道・ＪＲ貨物の労

使関係における過去経緯や現状
も隠すことなく伝えている。そ
の中での加入という決断には頭
が下がる思いであり、ＪＲ連合
としてもその期待に応えるべく、
より一層の運動の強化を図って
いく。
　また、今回加入した仲間の大
半は新入社員を含む若手組合員
である。いわゆるユース組織を
持つ民主化支援単組を中心に、
全国の仲間から新たな仲間への
絶大な支援を強く要請する。

す
こ
と
が
で
き
な
い
。米
軍
基

地
や
日
米
地
位
協
定
の
問
題
を

沖
縄
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
、

労
働
者
全
体
の
問
題
と
捉
え
、

連
合
は
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
平
和
の
尊
さ
、

戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
再
認

　
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道

事
業
者
は
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
や
高
速
道
路
網
整
備
な

ど
の
環
境
変
化
に
加
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
ご
利
用
の
減
少
も
あ

り
、
極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
国
土
交
通
省
は
今
年
に

入
っ
て
か
ら
今
後
の
鉄
道
政
策

に
関
わ
る
有
識
者
会
議
を
立
ち

上
げ
、
公
共
交
通
の
再
構
築
に

向
け
た
議
論
を
進
め
て
き
て
お

り
、７
月
下
旬
に
課
題
や
論
点
、

具
体
的
な
解
決
策
を
示
し
た
提

言
等
を
続
け
て
公
表
し
た
。

　

①
鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協

働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

刷
新
に
関
す
る
検
討
会
、
②
鉄

道
運
賃
・
料
金
制
度
の
あ
り
方

に
関
す
る
小
委
員
会
、
③
今
後

の
鉄
道
物
流
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論

内
容
を
整
理
し
、
「
提
言
」

「
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
公
表

し
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
体
に
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
有
識
者
や
交
運
労
協
の
代

表
な
ど
も
参
画
し
て
お
り
、
提

言
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
提
言

と
同
趣
旨
の
内
容
が
多
く
盛
り

込
ま
れ
た
。
そ
の
内
容
は
今
後
、

政
府
予
算
編
成
・
税
制
改
正
へ

の
反
映
が
想
定
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
産

業
の
持
続
的
成
長
に
向
け
、私
た

ち
の
政
策
の
実
現
へ
大
き
な
前

進
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
、
５
月
に
28
道
府
県
知

事
が
発
し
た
「
国
鉄
改
革
時
の

ス
キ
ー
ム
に
則
り
内
部
補
助
に

よ
っ
て
す
べ
て
の
路
線
を
維
持

す
る
こ
と
」
「
現
行
の
鉄
道
事

業
法
に
お
け
る
鉄
道
廃
止
手
続

き
を
容
易
に
実
施
で
き
な
い
よ

う
見
直
す
こ
と
」
な
ど
を
求
め

る
緊
急
提
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
地
域
の
問
題
意
識
と
今

回
の
提
言
と
の
間
に
は
乖
離
が

あ
り
、
さ
ら
な
る
理
解
促
進
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
回
の
国
の
動

き
と
相
乗
し
て
「
チ
ー
ム
公
共

交
通
」
「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」

の
形
成
を
進
め
、
我
々
の
政
策

を
実
現
す
る
べ
く
、
関
係
者
と

理
解
や
共
感
の
輪
を
築
き
連
携

を
強
化
し
て
い
く
。

し
た
。

　

８
日
の
集
会
で
は
、
主

催
者
を
代
表
し
て
連
合
・

清
水
秀
行
事
務
局
長
が「
日

本
が
核
兵
器
保
有
国
と
非

保
有
国
の
『
橋
渡
し
役
』

を
自
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

の
議
論
を
リ
ー
ド
す
る
こ

【有識者会議の主な提言内容】
会　議 提言の概要

鉄道事業者と地
域の協働による
地域モビリティ
の刷新に関する
検討会
（７月25日）

・基幹的な鉄道ネットワークを形成する線区は、ＪＲによる維持を期
　待。自治体と協力して活性化に取り組む。
・危機的な状況のローカル線区は、法定協議会を設置し地域モビリティ
　のあり方を検討。
・輸送密度が1,000 人未満など特に厳しい状況の線区は、「特定線区
　再構築協議会（仮称）」を設置し、存廃を前提とせずに、上下分離
　方式の導入やモード転換などによる再構築を検討。

今後の鉄道物流
のあり方に関す
る検討会
（７月28日）

・貨物鉄道が抱える課題を３つの視点に立ち提起し、今後の取り組み
　の方向性を整理。
　 ① 貨物鉄道の輸送モードとしての競争力強化
　 ② 貨物鉄道の他モードとの連携に向けた課題
　 ③ 社会・荷主の意識改革に向けた課題

鉄道運賃・料金
制度のあり方に
関する小委員会
（７月2 日）

・現行の運賃・料金制度を前提に以下を検討し、結論を得しだい実施する。
　 ① 今日的な投資やコストを総括原価に反映する手法の検討
　 ② 現行制度の運用の改善・工夫
　 ③ 地域の関係者の合意のもとでの認可運賃と異なる制度の検討
・現行の運賃・料金制度そのものの見直しについても検討課題とする。
・柔軟な運賃・料金制度の実現には、ＩＣカード等の決済システムの
　見直しも必要。

「国土交通省ホームページに掲載の各提言等を基にＪＲ連合作成」

 ＪＲ北労組・貨物鉄産労
１年間でそれぞれ10人を超える新たな仲間が加入
 ＪＲ北労組・貨物鉄産労
１年間でそれぞれ10人を超える新たな仲間が加入

２０２２年度
活動スタート

連合２０２２平和行動
働く者の立場から平和を希求し

平和の輪を広げよう
オキナワ・ヒロシマ・ナガサキ

【国土交通省】
鉄道に関する提言・中間取りまとめを公表
ＪＲ連合の政策提言と
同趣旨の内容が
複数盛り込まれる

【国土交通省】
鉄道に関する提言・中間取りまとめを公表
ＪＲ連合の政策提言と
同趣旨の内容が
複数盛り込まれる
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30
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目
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次
代
を
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運
動
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開

 

運
動
方
針
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づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
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み
に
つ
い
て
、本
集
会
の
基
調

と
な
る
講
演
が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
の
平
和
式
典
で
は
、

主
催
者
を
代
表
し
て
連
合
の
芳

野
友
子
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
平
和
で
安
全
な
社
会
は
私
た

ち
が
暮
ら
し
、
働
く
上
で
欠
か



ＪＲ連合令和4年（2022）9月1日 第 645号（２）

　ジェイアール四国メンテナンス労
働組合は、ＪＲ四国グループの一員
であるジェイアール四国メンテナン
スに勤める社員・嘱託社員・契約社
員の総勢113人が加入する労働組合
です。
　ジェイアール四国メンテナンス
は、鉄道車両の給油・給水・給砂、
検査修繕および構内入換、駅舎・車
両等の清掃、ビルの整備管理、ホ
テルのベッドメイクなど幅広く業務

を持てるような組織づくりを行い、
組織力の強化に力を注いでいます。
　また、誇りと安心の持てる職場づ
くりの実現もめざしています。その
ためには、安全の取り組みの強化が
重要です。今年５月にはＪＲ連合・
ＪＲ四国労組と共に安全ディスカッ
ションを行い、安全が最優先課題で
あるとの認識を共有しました。これ
を着実に実行していくためには、人
材の確保・定着が欠かせません。会
社にも採用活動や労働条件改善の必
要性を強く訴えています。
　コロナ禍という難局を、労使一体
となって乗り越え、組合員の幸せを
実現するためにこれからもしっかり
と取り組んでいきます。ともに頑張
りましょう。

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
ジェイアール四国
メンテナンス労働組合

３
地
方
協
議
会
が
２
０
２
２
年
度
方
針
に
つ
い
て
意
思
統
一

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

　
Ｊ
Ｒ
連
合
中
国
地
協
は
７
月

25
日
、
岡
山
市
内
に
お
い
て
、
第

30
回
定
期
総
会
を
中
国
エ
リ
ア

の
各
単
組
か
ら
約
30
人
の
参
加

の
も
と
で
開
催
し
、
向
こ
う
１

年
間
の
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
中
国
地
協
を
代
表
し

て
友
景
克
典
副
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
本
執
行

委
員
長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、
安

委
員
長
）
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

宮
野
勇
馬
企
画
局
長
が
出
席
し
、

宮
野
局
長
は
、
「
確
認
会
話
」

等
の
安
全
確
立
の
取
り
組
み
や

３
産
別
共
同
行
動
に
よ
る
成
果
、

地
方
路
線
に
関
す
る
現
状
と
課

題
、
そ
れ
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合

の
取
り
組
み
な
ど
を
共
有
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
一
層
の
結
集
を

呼
び
か
け
た
。

　
議
事
で
は
、
運
動
方
針
な
ど
を

一
括
で
提
起
し
、
す
べ
て
の
議
案

は
満
場
一
致
の
確
認
を
受
け
た
。

役
員
選
出
で
は
、
現
行
の
三
役

体
制
を
次
年
度
も
引
き
継
ぐ
こ

と
を
確
認
し
た
。

〈
三
役
〉

議　

長　

大
瀧
浩
二
（
岡
山
）

副
議
長　

飯
国
永
睦
（
米
子
）

副
議
長　

友
景
克
典
（
中
バ
ス
）

事
務
局
長　

石
松
大
介
（
広
島
）

全
の
確
立
、
春
季

生
活
闘
争
、
組
織

の
充
実
・
強
化
、

取
り
巻
く
環
境
の

変
化
等
に
つ
い
て
、

各
単
組
で
の
取
り

組
み
を
改
め
て
要

請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連

合
か
ら
は
上
村
良

成
議
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
・
Ｊ
Ｒ

西
労
組
中
央
執
行

　
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海
地
協
は
７
月

29
日
、
名
古
屋
市
内
に
お
い
て

第
31
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
、

向
こ
う
１
年
間
の
活
動
方
針
を

決
定
し
た
。

　

丸
山
知
章
議
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
副
委
員
長
）

は
主
催
者
挨
拶
に
立
ち
、
冒
頭
、

第
26
回
参
院
選
の
取
り
組
み
へ

の
謝
意
を
伝
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の

厳
し
い
状
況
下
に
お
け
る
政
策
・

政
治
活
動
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

ま
た
、
貨
物
鉄
産
労
へ
の
支
援

な
ど
、
組
織
拡
大
・
強
化
の
取

り
組
み
を
力
強
く
進
め
て
い
く

決
意
を
述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
中
部
交
運
労

協
冨
田
和
夫
副
議
長
、
伴
野
豊

衆
議
院
議
員
、
河
合
洋
介
愛
知

県
議
会
議
員
が
激
励
に
掛
け
つ

け
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所

大
祐
事
務
局
長
が
出
席
し
、
コ

ロ
ナ
禍
対
応
の
取
り
組
み
や
、

Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
周
年
の
節
目

に
、
Ｊ
Ｒ
産
業
と
し
て
力
強

く
前
向
き
な
提
言
を
発
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
や
貨
物
鉄

産
労
に
お
け
る
若
手
の
組
織
拡

大
に
触
れ
つ
つ
、
〝
透
明
性
の

あ
る
開
か
れ
た
組

織
と
運
動
〞
が
必

要
で
あ
り
、
Ｈ
Ｐ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

を
は
じ
め
積
極
的

に
運
動
の
「
見
え

る
化
」
を
行
っ
て

い
こ
う
と
呼
び
か

け
た
。

　

そ
の
後
、
経
過

報
告
、
活
動
方
針

案
・
予
算
案
等
の

提
起
を
行
い
、
満

場
一
致
の
承
認
を
受
け
た
。
最

後
は
、
丸
山
議
長
が
力
強
い
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
定
期
委
員
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

東海地協第31回定期委員会

信頼されるリーダー
山内智広執行委員長

中国地協第30回定期総会

　
Ｊ
Ｒ
連
合
関
東
地
協
は
８
月

26
日
、
港
区
内
に
お
い
て
第
31

回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
た
。

昨
年
は
書
面
審
議
で
委
員
会
を

開
催
し
た
が
、
本
年
は
参
集
方

式
で
開
催
し
、
向
こ
う
１
年
の

活
動
方
針
を
確
立
し
た
。

　

冒
頭
、
山
本
康
平
議
長
（
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
新
幹
線
地
方

本
部
執
行
委
員
長
）
が
挨
拶
に

立
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
３

産
別
共
同
行
動
を
振
り
返
り
、

政
治
・
政
策
活
動
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
・

貨
物
鉄
産
労
で
の
組
織
拡
大
に

も
触
れ
、
関
東
の
地
に
お
け
る

組
織
拡
大
へ
の
決
意
を
語
っ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
関
東
交
運
労
協

の
福
田
智
副
議
長
が

出
席
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
、
相
良
夏

樹
組
織
・
政
治
局
長

が
出
席
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
緊
急
的

対
応
や
需
要
回
復
に

向
け
た
取
り
組
み
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
・
貨
物

鉄
産
労
の
組
織
拡
大

の
現
状
を
説
明
し
、

併
せ
て
支
援
の
要
請

を
行
っ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合

結
成
30
周
年
記
念
行
事
に
も
触

れ
、
こ
こ
を
起
点
に
さ
ら
な
る

組
織
・
運
動
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
要
請
し
た
。

　

そ
の
後
、
常
任
部
か
ら
活
動

方
針
案
・
予
算
案
等
の
提
起
を

行
い
、
満
場
一
致
の
承
認
が
な

さ
れ
た
。
最
後
は
、
山
本
議
長

が
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
定
期
委

員
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
は
７
月

27
日
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
第

31
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

執
行
部
・
代
議
員
を
は
じ
め

１
５
０
人
の
出
席
の
も
と
、

２
０
２
２
年
度
の
運
動
方
針
を

満
場
一
致
で
決
定
し
、
当
面
す

る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
す
べ

て
の
単
組
が
連
携
し
、
全
組
合

員
が
総
力
を
あ
げ
て
運
動
を
展

開
し
て
い
く
決
意
を
固
め
合
っ

た
。

　

主
催
者
代
表
の
挨
拶
で
上
村

議
長
は
、
「
社
会
変
容
が
急
速

に
進
展
す
る
今
こ
そ
、
組
合
員

に
寄
り
添
っ
た
力
強
い
運
動
を

展
開
し
、
求
心
力
を
高
め
、
よ

り
強
固
な
組
織
を
構
築
し
て
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
荻
山
市

朗
会
長
と
鎗
光
俊
勝
労
働
政
策

局
長
が
出
席
し
た
。
代
表
し
て

荻
山
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
Ｊ

Ｒ
連
合
結
成
30
年
の
節
目
と
な

る
本
年
を
次
代
の
起
点
に
据
え
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
て
、
責
任
あ
る
運
動
を
力

強
く
推
進
し
て
い
く
と
そ
の
決

意
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、
「
安
全
」
「
北

陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
」
「
業
務

課
題
」
「
政
治
・
政
策
活
動
」

等
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
上
村
議
長
が
決
意
を

新
た
に
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

定
期
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

民
主
化
闘
争
の
強
化
・
民
主

化
当
該
単
組
支
援
を
目
的
と
し

た
連
帯
行
動
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
を
受
け
、
２

０
２
０
年
以
降
実
施
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
た
。

　
し
か
し
、
２
０
２
１
年
度
の
後

半
以
降
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

新
た
な
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
形

で
ま
ず
は
各
単
組
の
組
織
活
動
が

再
開
さ
れ
、
新
規
加
入
者
の
激

励
行
動
を
含
む
本
連
帯
活
動
の

取
り
組
み
も
再
開
さ
れ
て
い
る
。

　

１
面
に
記
載
の
通
り
、
Ｊ
Ｒ

連
合
は
今
回
多
く
の
新
た
な
仲

間
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
あ
ら

た
め
て
組
織
間
の
活
発
な
人
的

交
流
を
図
っ
て
い
く
。

【
連
帯
行
動
の
開
催
経
過
】

◇　

３
月

・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

・
Ｊ
Ｒ
西
労
組

　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

◇　

４
月

・
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会

　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

・
Ｊ
Ｒ
西
労
組

　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

◇　

６
月

・
Ｊ
Ｒ
西
労
組

　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

◇　

７
月

・
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海
地
協

　
　
　

（
貨
物
鉄
産
労
）

・
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

※
２
０
２
２
年
以
降
で
取
り
組

　

み
実
績
が
あ
る
組
織
名
を
記

　

載
。
カ
ッ
コ
内
は
民
主
化
当

　

該
単
組
名

関東地協第31回定期委員会

JR西日本連合第31回定期大会

ＪＲ九州労組がＪＲ北労組を激励

を行っていま
す。組合員が
携わる職種も
多岐にわたる
ことから、横
の繫がりを重
視し、人と人
との繋がりを
大切に、お互
いが信頼関係

中
国
地
方
協
議
会
第
30
回
定
期
総
会

今
こ
そ
連
携
し
「
団
結
力
」
を
高
め
よ
う

東
海
地
方
協
議
会
第
31
回
定
期
委
員
会

組
織
拡
大
・
強
化
に
向
け
連
携
強
化
を

関
東
地
方
協
議
会
第
31
回
定
期
委
員
会

関
東
の
地
に
お
け
る
民
主
化
闘
争
を
強
化

民主化闘争強化・連帯行動

コロナ禍情勢の回復に伴い
活動を力強く再開

ＪＲ西日本連合第31回定期大会

組織強化に向け
組合員に寄り添う運動を


